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１．概要（Summary） 

誘電体多層膜鏡あるいは Ag による金属鏡を作製し、

それらを用いて有機半導体を含む可視域の微小共振器

構造を作製する。透過測定などにより光学特性を調べる。  

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】  

デュアルイオンビームスパッタ装置(ハシノテック社製， 

10W-IBS)  

【実験方法】 

デュアルイオンビームスパッタ装置を用いてガラス基板

上に銀薄膜あるいは SiO2,TiO2 による誘電体多層膜を

製膜し、ミラーを作製した。一方のミラー上に液晶性有機

半導体 PTCBI、Lemke 色素、メロシアニン(MC)色素お

よびローダミンB色素などを単分散させたPMMA薄膜を

スピンコートして、もう一方のミラーを向かい合わせに貼り

合わせることで可視光域の微小共振器構造を作製した。 

まず超強結合の観測のために、白色光源を用いて微

小共振器の透過スペクトルの入射角依存性を測定した。 

また、微小共振器による非線形光学効果の増強実験を

試みた。ここでは二光子吸収の増強を観測するため、

z-scan測定系を構築し、非線形透過測定を行った。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

MC 色素を含む微小共振器について述べる。昨年度

もこの試料で超強結合と思われる信号を確認したが、今

年度同様の試料を作製し、より丁寧に測定し、超強結合

状態を確認した。透過ピークの入射角依存性より共振器

ポラリトンの分散関係を導出したものを Fig.1に示す。  

この結果、Rabi分裂エネルギーは 624eV程度で、遷

移エネルギーの 30%程度であり、超強結合領域に対応

する。この系以外にも Lemke 色素を用いて超強結合状

態の観測などに成功した。有機色素系での超強結合の

観測は国内では極めて珍しい例となる。 

 

Fig. 1 Polariton dispersion of microcavities 

containing with a merocyanine thin film． 

Fig.2 に z-scan の結果を示す。焦点付近(50000μm)

で二光子吸収による透過強度の減少が観測できる。ここ

で入射光のパワーを 50mW とした場合、ローダミン B の

裸の薄膜では二光子吸収が観測されないのに対し、1 次

元フォトニック結晶(1DPC)微小共振器においては明確

な透過減少が観測された。これにより二光子吸収増強に

成功したと言える。 

 

Fig. 2 z-scan measurement in 1DPC  

and naked Rhodamine B film． 
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